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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、仏領ポリネシア地域のソサ
エティー・ホットスポット（タヒチ島の南東
200km）下のマントル構造を地震学的及び地
球電磁気学的に推定し、ホットスポットの原
因と考えられるマントル・プルーム（上昇流）
の形状、温度異常、組成異常、そして起源深
度を明らかにすることである。そのために、
ソサエティー・ホットスポット海域に広帯域
海底地震計（BBOBS）及び海底磁力計
(OBEM)を 1 年間設置する。回収されるデー
タを用いて地震波トモグラフィーと電磁気
トモグラフィーを行い、マントル・プルーム
の地震波速度・電気伝導度構造を求めて、プ
ルームの形状、深度、温度･組成異常を推定
する。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）海底地震計・電磁気計の設置 
観測機器の設置は平成 20 年度海洋研究開発
機構の観測船「みらい」によって予定通り実
施され、現在観測が継続している。 
（２）海底地震計・電磁気計の回収 
機器の回収のために平成 21 年度に予定して
いた観測船の利用は、ここ数年の燃料価格の
高騰などの理由により航海の確保が不可能
になった。そこで計画を変更し、傭船によっ
て回収作業をおこなうことにした。このため、
回収時期が平成 22 年度にずれこむ見込みで
ある。 
（３）既存データの解析 
本計画で得られるデータの解析準備として
おこなっている既存データの解析は順調に

進んでおり多くの成果論文が出版された。 
①マントルプルームの地震学的イメージ 
P 波、S 波走時トモグラフィーをおこない、
深さ1000km以深に差し渡し1000km以上の
スーパープルームが、それより浅いところで
は差し渡しが 500km 以下の細いプルームが
存在していることが分かった。 
②マントルの流れ場 
上記のマントル地震波速度構造に基づいて 3
次元密度構造を求め、そこからマントル対流
を計算した。得られたマントル対流から推定
される海底地形の凹凸は測定されている海
底地形とよく一致し、マントル対流が正しく
再現できていることを示す。 
③地震波異方性 
SKS 波スプリッティングから上部マントル
の S 波異方性を求めた。大部分の観測点では
太平洋プレートの運動方向に早い異方性が
得られたが、ソサエティーホットスポット付
近ではそれとは異なる異方性が求められた。
ソサエティー付近では太平洋プレート運動
方向に平行な全体の流れがプルーム上昇で
乱されていることを示している。 
以上、新データで用いる予定の解析手法はす
べて既存データに対して適用しその有効性
が明らかになるとともに、マントルプルーム
に関する科学的成果として国際誌上で出版
された。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由）観測機器の設置は平成 20 年度に予
定通り実施され、回収を平成 21 年度に実施
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する予定だったが、燃料費高騰などの理由に
よって観測船の確保ができなかった。平成 22
年度に傭船による機器回収をおこなう予定
である。データ解析の準備はすべて整ってお
り、機器・データの回収を待つばかりである。
既存データの解析による成果も多数出版さ
れた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
機器・データ回収の遅れを取り戻すため、デ
ータが回収された後にすばやくデータ解析
をおこない、ポリネシアのマントルプルーム
の構造を明らかにする予定である。成果は関
連国内外学会で発表するとともに、国際誌で
出版する。 
 
５. 代表的な研究成果 
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